
別紙３

令和２年度 ～ 令和２年度

（成果の目標値に対する実績） 達成度 Ａ Ｂ Ｃ

従前値 目標値 実績値

(３１年３月時
点)

(４年３月時点) (４年３月時点)

(目標) - (目標) -

(実績) - (実績) -

令和２年度　構成事業
事業効果

① ○　△　×

② ○　△　×

③ ○　△　×

④ ○　△　×

⑤ ○　△　×

⑥ ○　△　×

成果検証を踏まえた
今後の改善策

地域団体等による緑地のイベント等の参加を促進することで、保全されて
いる緑地を体感してもらい、ふるさと鶴ヶ島の魅力の発信に繋げる。

実施事業について
十分に成果が認められた点

緑地等を整備することで、開催された事業（イベント）が多く目標を達成
することができた。また、遊水地（グラウンド）についても多く利用され
ている。

実施事業について
成果が不十分である点

イベント等以外での緑地について、利用者が少ないように感じる。

【成果検証の総括・改善策の検討】

構成事業名 事業効果の概要及び原因分析

太田ヶ谷緑地保全事業

トイレ、ベンチ、案内看板等を設置することにより、遊水地（グ
ラウンド）や緑地の快適な利用を図ることができた。

（成果を検証する指標）

太田ヶ谷緑地内で開催される事業（イベント等）数

（成果検証の具体的な方法）

事業を開催する際に提出する公園使用許可申請書等により掌握する

【事業効果の整理・原因分析】

10

（施設建設等の場合の実績）

年間利用者数
（人）

稼働率
（％）

成果指標 0 8

住民への公表状況
及び特記事項

市ホームページにおいて公表。

提案事業名

事業期間

成果検証報告書

【成果指標の達成状況】 成果検証実施年度　令和４年度　

市町村名

“太田ヶ谷緑地”水と緑の保全事業

鶴ヶ島市


